
63 
 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 

全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 千田雅之・獨協医科大学・主任教授 
 

 

 

 

 

 

 
Ａ．研究目的 
「全国がん登録」データを臨床の場で生かす
利活用法は喫緊の課題である。がん臨床研究
を牽引する臨床系学会・研究会（以下、学会
等）が実施する“臓器がん登録”データと結
び付け臨床研究、推奨医療の評価・提案する
ことが当該研究の目的である。研究分担者が
担当する肺癌領域の臓器がん登録体制は、全
国肺癌登録合同委員会が担っており、複数学
会による合同委員会形式をとっており、臓器
がん登録制度のモデルケースとなりうるか検
討を加えることを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
全国肺癌登録合同委員会の成り立ちと運営方
法、業績を検討することで、本研究における
課題となる点を探る。 
 
（倫理面への配慮） 
ヘルシンキ宣言ならびに臨床研究法に則り研
究を行う。 
 
Ｃ．研究結果             
 最初の全国登録事業は、日本呼吸器外科学
会と日本肺癌学会が共同で 1995 年に、1989
年の切除例 3,463 例の切除後 5 年目の手術成
績や予後を明らかにしたものである。この事
業を元に 1996 年、両学会から人的、財政的
サポートを受けた全国肺癌登録合同委員会
（Japanese Joint Committee of Lung Cancer）が
発足した。その後、2005 年に日本呼吸器学
会が、2012 年に日本呼吸器内視鏡学会、2016
年に日本胸腺研究会、2018 年に日本胸部外
科学会が参加し、現在５学会１研究会の支援
のもとに合同委員会が運営されている。行わ
れた事業は、前述の第１次事業に引き続き、

1994 年の肺癌切除症例（後方視的）、2002 年
の肺癌治療症例（内科＋外科：前方視的）、
1999 年の肺癌切除症例（後方視的）、2004 年
の肺癌切除症例（後方視的）、2012 年の肺癌
内科治療症例（前方視的）、2010 年の肺癌切
除症例、2018-19 年の胸腺上皮腫瘍症例（前
方視的）、2017-18 年の悪性胸膜中皮腫症例
（前方視的）の９事業である。運営資金とし
て、各学会から毎年 200 万円、研究会からは
10万円が供出され、運営資金となっている。
委員は各支持学会より 2 名ずつ推薦され、生
物統計学者、国際対がん連合委員（UICC）、
事務局より構成されている。事務局は不定期
の持ち回りであり、今年度までは大阪大学呼
吸器外科、来年度から千葉大学呼吸器外科が
事務局となる。 

 
Ｄ．考察               
全国肺癌登録合同委員会は多くの事業を重

ね、実臨床における治療の現状分析、予後因
子の解析、国際データベースへの協力と TNM
分類への貢献を行ってきたが、参加施設を募
りデータベースを構築する方法で行われてお
り、他のデータベースとの連携がこれまでな
く、また悉皆性も高くなかった。外科切除症
例のデータベースとして近年、日本外科学会
および関連学会のサポートにより発足した
NCD（National Clinical Database）があり、2017
年には、約 45,000 例の肺癌外科症例が登録さ
れ、その悉皆性の高さが評価されているが、
NCD には短期成績のみが記載されており、長
期予後を必要とする臓器がん登録において使
用がこれまで困難であった。今後は、NCD に
長期予後データを加え、臓器がん登録として
利用する新しい形が必要であり、それに向け
て準備を進めている。 

研究要旨（肺癌の国内臨床データベース体制の現状と将来−複合学会で構成する
体制とその円滑な運営−） 
わが国の肺がん登録事業を担っている全国肺癌登録合同委員会は、1996年に日

本呼吸器外科学会、日本肺癌学会のもとに設立され、現在では日本呼吸器学会、
日本呼吸器内視鏡学会、日本胸腺研究会、日本胸部外科学会を加えた５学会１
研究会から人的、財政的支援を受けている全国的組織であり、胸部悪性腫瘍の
登録研究を行なっている。肺癌のみならず、悪性胸膜中皮腫、胸腺上皮性腫瘍
の内科治療、外科治療症例の登録を行っている。 
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我が国では複数のがん登録事業が行われて
おり、それぞれの事業者の目的や使用してい
るシステムも多様である。一般に、外科切除
症例のデータベース構築は NCD などの既存
のデータベースとの連携が可能である一方、
内科治療を行われた症例のデータベース構築
は容易でない。統一されたレジストリーを構
築するのが理想であろう。肺がん登録におい
て多くの成果を残してきた全国肺癌合同登録
委員会による事業は内科研究と外科研究がそ
れぞれに行われてきたが、内科治療のデータ
ベース構築は容易でない。今後は製薬会社の
薬事承認寺のデータベースの利用など新しい
展開が望まれる。また「全国がん登録」の利
用については更なる研究が必要である。 
 
Ｅ．結論 

複数学会から構築される合同委員会形式
である全国肺癌登録合同委員会は、機能的な
臓器がん登録制度であり精度の高い業績を
上げている。しかし、既存のデータベースの
利用など今後も解決すべき課題がある。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 なし 

  
2. 実用新案登録 

  なし 
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3.その他 

  なし 
 
 


